
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（１）教科体育での実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）教科外体育での実践 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本年度の体力テストでは、ソフトボール投
げや立ち幅跳びで市平均を上回った児童が多
い傾向が見られた。一方、５０ｍ走では市平
均を下回った児童がとても多いことが分かっ
た。このことから、本校では５０ｍ走を課題
に設定した。そこで、５０ｍ走で必要な能力
である「筋力」、「瞬発力」、「俊敏性」を高め
るトレーニングを体育の授業の準備運動や毎
週金曜日の業前活動（チャレンジタイム）を
見直し、「筋力」、「瞬発力」、「俊敏性」の向上
を図ることにした。 
 

体育の授業では、いつもの準備運動に加え
て、「筋力」、「瞬発力」、「俊敏性」の向上を目
指すウォーミングアップを取り入れた。具体
的な内容として、５・６年体育「体つくり運
動」では、豊田市体力アップトレーニングメ
ニューの「ねこねずみ競争」をアレンジして
取り組んだ。また、３・４年体育「陸上運動」
では、教師が笛を吹いたら、リアクションを
してダッシュをする「反応ダッシュ」や、音
楽に合わせて線を踏まないように様々なジャ
ンプをする「リズムジャンプ」を行った。 

毎週金曜日の業前活動（チャレンジタイ
ム）で、体力アップチャレンジに取り組んだ。
１・２年、３・４年、５・６年に分かれて「筋
力」、「瞬発力」、「俊敏性」などを高めるため
の運動を行った。メニューの内容は、タグラ
グビーで使うタグをつけて、それを取り合う
タグ取り鬼ごっこや５人組で前の人の肩を
もち、鬼は一番後ろの人をタッチする電車鬼
ごっこなどを行った。 

今年度は、愛知体育のページだけでなく、
豊田市体力アップトレーニングメニューに加
えて、体育部でアイデアを出し合いながら、
児童が楽しく運動に取り組める工夫を模索し
てきた。その結果、とても楽しそうに活動し
ている様子が多く見受けられた。 
 「投力」や「跳躍力」は、１校１実践の取
組を継続していくことで、記録が向上してい
った。今年度、本校の課題として挙がった「筋
力」「瞬発力」、「俊敏性」についても、本レポ
ートの取組を継続していくことで体力の向上
を図りたい。 
 


